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東インドにおける 

ヨーロッパ系住民と現地人妻妾 
植民地体制下の婚姻をめぐって 

弘末雅士（立教大学） 

 

上田：それでは、続きまして立教大学文学部教授の弘末のほうから報告させていただきた

いと思います。 

 

弘末：弘末でございます。本日は「東インドにおけるヨーロッパ系住民と現地人妻妾」の

タイトルで話をさせていただきたいと思います。東インドとは、今日のインドネシアのこ

とです。 

１．問題の所在 

私のテーマは、冒頭の趣旨説明で触れさせていただきましたが、外来者と家族形成した

現地人妻妾の社会統合に果たす役割です。東南アジアというところは外来者を受け入れる

システムの一つとして、現地人有力者が外来者にいわゆる「現地妻」を紹介する慣習がご

ざいました。後にジャワを拠点に植民地支配を展開したオランダも、その慣習を踏襲しま

した。なお「現地妻」を持ちますと、地域の慣行に伴う少なからぬ出費を余儀なくされま

したので、外来者は代わりに女奴隷との同棲を選ぶこともしばしばありました。こうし

て、子供が誕生して父親が認知した場合、彼らはヨーロッパ人の法的地位を獲得しまし

た。そこに欧亞混血者のコミュニティが形成されました。そうした欧亞混血者のコミュニ

ティは、今日のインドネシアという枠組みを考える上で、非常に大事な基盤形成をする役

割を担ったように思われます。その後インドネシア民族主義意識が台頭し、国民国家の構

築に向けて国民的同一性を希求する運動が展開し始めると、それと異なるナショナル・ア

イデンティティを有する者との間の婚姻、「雑婚」というふうに法学用語では言うようで

ありますが、それにナショナリストたちは少なからぬ関心を寄せます。男女関係に民族的

差異が強く持ち込まれ、そうした「雑婚」に慎重であるべきとする意見がしばしば出され

ます。 

元来慣習として現地人女性と同棲していた地域で、国民国家の形成運動が起ったとき

に、男女関係や家族形成がどういうふう語られるのか、また現実の男女関係はどのように

展開したのかというのが私の関心であります。 

インドネシアの場合、興味深いことに民族主義運動が盛んになった時期、ヨーロッパ人

男性と現地人女性との結婚の比率がかなり増えていきます。あとでお示ししますが、そう

した婚姻がヨーロッパ人の各年の全結婚数の25％前後にのぼり、かつまだ正式結婚に至っ

ていない同棲関係も少なからず存在しました。かなりの高い比率で、現地人女性とヨー

ロッパ人が暮らしているのであります。そうした現地人女性とヨーロッパ人男性との関係

については、後者が前者と正式結婚してない「妾」状態にしていることに批判が高まりま

すが、両者が結婚に移行することはあまり注目を浴びません。これに対し、いわゆるイン

ドネシア人男性の一部エリートでありますが、留学先のオランダやあるいは東インドで

ヨーロッパ人女性と結婚したときに、それが民族主義運動家の高い関心を呼びます。率と

しては、ヨーロッパ人男性と現地人女性との結婚に比べると、10分の1程度ですけれど

も、それが大きな話題になるのはいったいなぜなのか、この2～3年間気になって考えてお

ります。いろんな原因はあるのだろうと思いますけれども、それは結局、東インドでの出

版文化の基盤を形成した欧亞混血者のコミュニティの存在やニャイと呼ばれた「現地妻」



 

近
世
か
ら
近
現
代
に
い
た
る
海
域
世
界
の
社
会
統
合 

- 20 - 

の慣行が影響したのではないか、というふうに考えております。  

２．20世紀初頭の「現地妻」を取り巻く社会的状況 
そもそも、なぜヨーロッパ人男性は

ニャイを持つのかということであります

が、それは資料１の男女比を見ていただ

きますと、ご理解いただけるかと思いま

す。性比にかなりの偏りがございます。

19世紀の終わり近くになりましても男性

数の比率が高く、女性数が低い比率に

なっております。 

1930年ぐらいになりますと、やっと性

比が均等になってまいりますが、それでも少なからぬヨーロッパ人男性がニャイを持って

おりました。19世紀の終わりごろでは、約半数のヨーロッパ人男性がそういう状態であっ

たと推定されております。そのニャイですが、家で彼女は使用人を采配しますし、同棲者

に言語や現地の慣習を教える役割を担います。彼女らは現地社会への仲介者として、非常

に重要な役割を担いました。19世紀の終わりまでヨーロッパ人男性は、概して家庭で影の

薄い存在でありました。それから、オランダ人の小説を見てみますと、ヨーロッパ人男性

にとって現地人女性は非常に魅力的であって、その魅力に彼らはとりこになることがしば

しば書かれております。 

 ニャイたちは同棲者の男性がヨーロッパへ帰ったのちは、一般に手切れ金や子供の養育

費をもらいまして、それをもとに小商いを始めるというのがその後の人生でした。だいた

いニャイの斡旋は地元の有力者が司っておりますので、彼女らが路頭に迷うことはあまり

なく、ニャイ制度は社会的な慣行として機能しておりました。  

（１）ヨーロッパにおける性モラル向上運動 

これに対して19世紀最後の四半世紀あたりから、ヨーロッパのクリスチャン団体が正式

結婚を伴わない同棲関係や公営売春宿の運営に、厳しい視線を注ぎ始めました。また同じ

頃、東インドにおけるヨーロッパ人の貧窮化も本国で問題となり、貧困化した欧亜混血者

を生み出す一因となるニャイとの同棲に、一層の関心が注がれるようになりました。とり

わけ3万人～4万人にのぼる東インド植民地軍のうちの、約1万人のヨーロッパ人兵士の

25％ぐらいが現地人女性と同棲関係にあるということは、大きな問題になりました。 

それに対してオランダは、1898年に改訂婚姻法を施行しまして、妻は夫の法的地位に準

じるとし、同棲関係から正式結婚への移行を奨励しようとしました。それから植民地官僚

に、ニャイとの同棲を自粛するよう通達を出しました。そして1913年には、東インドの

ヨーロッパ人植民地軍兵士のニャイとの同棲を禁止いたしました。 

こうしてニャイはヨーロッパ人の役所や軍隊からは姿を消したのでありますけれども、

私企業は対象外でありました。また同じ1913年に公営売春宿も廃止されました。ただし実

効性はいかがなものか、疑問視されております。以降外来者と現地人女性との主要な出会

いの場は、それまでの地元の有力者に代わり欧亞混血者や華人系住民さらに日本人が経営

する、ホテルやカフェ、 カンティーンに移りました。また兵舎の周辺には「ヒュッテ」が

出現しました。 

 

1880年 ：  60,269人 （男40,684人） 

1890年 ：  73,628人 （男47,733人） 

1900年 ：  91,142人 （男55,713人） 

 1920年 ： 168,114人 （男93,420人） 

1930年 ： 240,162人 （男127,481人） 

資料１ 蘭領東インドでのヨーロッパ人の人口 

Volkstelling 1930より 
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（２）小説や演劇で取り上げられるニャイ 

一方でこうしたニャイの存在が、東インドで19世紀の終わりから小説や演劇で取り上げ

られるようになります（資料２） 。下層出身の彼女らが裕福なヨーロッパ人や華人と暮ら

す話は、多様な階層やエスニシティから構成される植民地社会全体を通観でき、かつ正式

結婚してない彼女らの境遇は流動性が高くなった近代の社会状況と絡めると、面白いト

ピックとなります。こうして次第に東インドの多くの人々の間でも、ニャイが注目される

ようになりました。やがて民族主義運動のなかでも、ニャイは取り上げられるようになり

ます。 

 

３．インドネシア民族主義とニャイ 
東インドのムスリムの相互扶助を掲げ1911年末に結成されたイスラーム同盟は、インド

ネシア民族主義運動の重要な起点となる最初の大衆運動を展開しました。その集会や機関

誌におきまして、ヨーロッパ人や華人がニャイを有していることが批判されました。同盟

のメンバーたちは、ヨーロッパのクリスチャンたちがニャイとの同棲の禁止を唱えたこと

を、植民地支配への対抗原理として用いました。またコーランが非ムスリムとの同棲を禁

止していることも、それを後押ししました。それに対して、欧亜混血者が発行していたあ

る新聞から論争がしかけられました。それによると、そんなことを言うけれども、イス

ラーム同盟のメンバー自身の現地人女性に対するモラルの低さは、しばしば目にあまるも

のがあり、ニャイを持つヨーロッパ人を非難できるものか、といった内容でした。こうし

た論争が展開されますが、結果的にはイスラーム同盟の隆盛とともに、原住民の編集する

新聞の発行数が、欧亜混血者や華人系のものをしのいでいきました。こうしたなかで、か

つては家を差配し、外来者の男性と現地社会との仲介者であったニャイが、ヨーロッパ人

や外来系住民の妾というイメージに転換してまいります。またイスラーム同盟の内で社会

主義者の影響力が増大してくると、資本主義が現地人女性を外来系住民のニャイにする元

凶とされ、ニャイが植民地支配の犠牲者とみなされだしました。 

４．1920年代の新聞や小説にみられる男女関係と「雑婚」数の推移 
さて、こうしてインドネシア人と非インドネシア人との差異が強調されていくようにな

りますと、しばしば出版物においても異民族間の男女関係というのが大きな話題となりま

す（資料３）。ここでご紹介したいのは、ヨーロッパ人女性と婚約したインドネシア民族

主義運動の指導者は、「本当の愛」によるものなのかというようなことを載せている記事

欧亜混血者や華人作家が中心 

『ニャイ・ダシマ物語』（Francis 1896）『ニ・パイナ物語』（Kommer 1900） 

『ニャイ・イサ物語』（Wigger 1903）『ニャイ・アリマ物語』(Oei Soei Tiong 1904)  

（多くは当初新聞に掲載された小説） 

→ 美しいニャイ。外来者コミュニティと現地社会との差異強調。 

善玉と悪玉（Watson 1971, Tsuchiya 1991, 松尾1997） 

 
1891年にKomedi Stambul（欧亜混血者の俳優・華人の経営者）の出現。のちに類似した巡

回する歌劇団が続出(Cohen 2006)。ニャイの話は人気の演目となる。 

→ 現地人の間で、ニャイが注目され出す。 

民族的、階層的差異を横断して植民地社会全体をイメージできる。また正式結婚してない

ニャイの境遇と流動性を増した社会と関連させて楽しめるテーマ。 

資料２ 19世紀終わりから東インドで見られるニャイを題材にした小説・演劇 
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（1）異なる民族同士の男女関係や婚姻 

・ジャワ人は、本当に外国人と恋愛できるのだろうか（Oetoesan Hindia 1919）。 

・ヨーロッパ人女性と婚約した民族運動の指導者は、本当の愛（tjinta lahir batin）による

のか（Darmo Kondo 1919）。 

・教養ある現地人男性はしばしばヨーロッパ人女性と結婚し、オランダ国歌を歌う羽目に

なっている（Permpoean Bergerak 1919）。 

・ヨーロッパ人の妻を持つインドネシア人男性の家族は、帝国主義に侵される

（Penerangan Islam 1928）。  

 

（2）自由恋愛への関心の高まり 

・結婚には本当の愛が必要で、相手の男性が配偶者を人形のように扱うのであれば、女性     

は労働者として独身であればよい（Sinar Hindia 1919）。 

・ミナンカバウ人女性が慣習に背き、同僚の恋仲のジャワ人と結婚（Oetoesan Melajoe 

1920, Tjaja Soematra 1920）。 

・保守派ミナンカバウ人の姪2人が、オランダ人のニャイに望んでなる。華人の少女が、

親の決めた相手がいたにもかかわらず、欧亜混血者と駆け落ち（Oetoesan Melajoe 

1920）。 

・女性からの結婚のための交際を求める新聞広告（Overzicht 1920）。 

 
ニャイ小説のその後の展開 

・打算と純愛を抱えるニャイ（Tirto Adhi Soerjo 1909）。 

・気の向くまま複数の男性と関係を重ねるニャイ（Kuo 1918 その後1920年代に再版） 

・妻と夫との間で三角関係を維持するニャイ（Tan King Tjan 1922）。 

資料３ 1910年前後～1920年代の新聞や小説にみられる男女関係 

です。この「本当の愛」はインドネ

シア語でtjinta lahir batinと表現されて

いるのですけれども、これはオラン

ダ語のde ware liefdeのインドネシア

語訳であります。そのほか教養ある

現地人男性はしばしばヨーロッパ人

女性と結婚し、オランダ国歌を歌う

羽目になっているとか、ヨーロッパ

人の妻を持つインドネシア人男性の

家族は帝国主義に侵されるとか、こ

ういう論調のものが増えてまいりま

す。民族主義運動の台頭とともに、

外来系住民がニャイを持つことへの

批判とともに、ヨーロッパ人女性と

現地人男性との結婚が高い関心を呼びます。彼らにはそうした結婚が植民地主義に取り込

まれることを意味し、民族意識の低下を招くことが危惧されました。 

こうやって民族主義運動においてインドネシア人と非インドネシア人の差異が強調され

ながらも、実は「雑婚」は増えています。資料４・５はその率の変遷であります。1930年

代中葉までの統計を見てみますと、全ヨーロッパ人男性の結婚の4分の1は、現地人女性と

結婚していることがうかがえます。1937年以降になりますと、この数が減少してまいりま

す。これはのちに紹介しますが、オランダの提案した改正婚姻法案に反対するムスリム勢

力の結集が影響したものと思われます。 

資料４ 東インド滞在のヨーロッパ人と 
非ヨーロッパ人（含華人系住民）との婚姻率  

Volkstelling 1930, vol. 6, Marle 1951-52より 

1865-78：10～13％ 1925：29.44% 

1905：ca.15% 1926：28.68% 

1920：20.97% 1927：28.89% 

1921：19.27% 1928：24.90% 

1922：23.88% 1929：22.33% 

1923：26.55% 1930：22.76%  

（華人との婚姻率は、2～4%）  1924：29.71% 
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同時に1920年代の終わりから30年代になると、

ヨーロッパ人女性と現地人男性の婚姻数が増えまし

た。全体数のおよそ10分の1ぐらいであります。な

お、ヨーロッパ人男性と現地女性との結婚というのは、多くの場合まず同棲関係が先行し

まして、そして子どもができますと正式結婚に移行していくというパターンが、一般的で

ありました。場所的には、欧亜混血者のコミュニティが存在したところが、比較的高い

「雑婚」率を示しております。それから、結婚しなかったヨーロッパ人男性に認知された

現地人女性から生まれた子供数というものも、「雑婚」の場合とほぼ同じぐらいと推定さ

れております。ヨーロッパ人男性、特に植民地軍に勤務するヨーロッパ人兵士は、下層出

身者が多いため、ヨーロッパ人コミュニティで疎外感を抱きがちで、現地人といる方が居

心地がいいということをしばしば述べております。一方女性の方は、東インドに永住する

意思のあるヨーロッパ人男性と結婚をするのが比較的多かったようであります。 

先ほど申しましたとおり、出会いの場が存在しました。地域の有力者が仲介役となる時

代は終焉し、外来系住民の子孫たちがそうした場を設ける役割を担いました。1930年の

ヨーロッパ人の法的的カテゴリーを持っている住民のうち65.2％が、東インド生まれとい

う状況でありました。 

５．1930年代の新聞に見る男女問題 
1930年代に至りましても出版物では相変わらず、「雑婚」は高い関心を呼びました。な

かでもヨーロッパ人女性とインドネシア人男性の結婚に注目が集まります。論調としまし

ては、妻が夫を真に愛していれば問題ない(Garoeda 1931)、あるいは時代の自然な現象では

ないか(Persamaan 1935)というのもありますが、多くは民族主義精神の後退を招くという厳

しいものでした。とりわけ女性の民族主義運動家たちは、そうしたヨーロッパ人女性との

結婚がインドネシア女性の卑下につながると批判いたします(Soeara Indonesia 1931)。ま

た、子どもは母親の影響を受けるため、こうした結婚は民族主義を崩壊させることになる

と批判しました(Oetoesan Sumatra 1931)。一方、不思議なことに数の上でははるかに多い現

地人女性とヨーロッパ人男性との結婚は、あまり話題にのぼりませんでした。外来系住民

が現地人女性をニャイすることは許されないとする論調は、相変わらず強いのですが、同

棲後に結婚していくことについては、目立った反対意見は出されておりません。 

インドネシア社会において、この1930年前後からヨーロッパ人女性と現地人男性との結

婚数が増えていくことに、インドネシア民族主義者だけでなく、オランダ側も気にするよ

うになります。オランダは、女性が男性との結婚や離婚において同等の権利を持てるよ

う、婚姻法を改定しようと考え始めました。ムスリム同士の婚姻では男性の離婚を告げる

権限が強く、女性から告げる権限が対等に保障されておりませんので、同等に権利を持て

るよう婚姻法を改定しようとしました。結婚はムスリム役人のpenghuluを介さずに市民登

録の手続きによるものとし、一夫一妻制、離婚並びに夫より支払われる離婚手当を法廷で

決定する法案を作成しました。それを、東インドの人民参議会で審議しようと考え、その

資料５ ヨーロッパ人男性と 
非ヨーロッパ人女性との婚姻率の変遷  

Indisch Verslag 1932, 1934, 1937, 1939 より 

1931：27.07%  1936：24.54%  

1932：26.84%  1937：19.39%  

1933：24.68%  1938：20.70%  

1935：21.55%   

写真１ インドネシア民族主義運動
のリーダーの一人ストモと
オランダ人の彼の妻 

Dukut Imam Widodo 2010 
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前に1937年6月に現地人女性のリーダーたちを集めまして、彼女らの意見を聞きました。 

この法案に対して、女性リーダーたちは概して好意的な反応を示しました。しかしムス

リムにとってこの法案は、従来のムスリムの宗教活動を含む生活に関与しないという、オ

ランダ植民地政策の原則を大きく崩すものでありました。間もなくムスリム側から、少な

からぬ反論が出されました。そうしたなかでイスラーム改革派と保守派の諸団体が結集

し、インドネシア・イスラーム大会議（略称ミアイ・MIAI）が1937年9月に結成されまし

た。そして大規模な集会が、インドネシア各地で持たれました。これを受けてオランダ

は、1938年の2月に婚姻法案を撤回しました。 

婚姻法案が話題になると、しばしばニャイ問題が取り上げられました。ナショナリスト

とムスリムの間では、一夫一妻制や結婚や離婚の手続きをめぐり、意見が一致しておりま

せんでした。またムスリムの間でも、一夫一妻を唱える人々と、従来の一夫多妻制を支持

する人々に分かれておりました。多様な人々を結集させるために出されましたのが、ヨー

ロッパ人や中国人と暮らす現地人女性のニャイは法的に保護されてないのに、なぜ現地人

男性と結婚するヨーロッパ人女性のみが保護されるのかという議論でした。ニャイ慣行に

ついては、1929年に女性運動家たちがニャイ慣行禁止の法令化をオランダに訴えました。

しかし、オランダは取り上げませんでした。オランダに対抗して諸勢力を結集するため

に、ニャイ問題はきわめて効果的な論点となりました。ムスリムたちは、ニャイ慣行禁止

の法令化を再度訴えました。オランダも検討し始めましたが、結局それは植民地体制下で

実現しませんでした。  

６．まとめと展望 
近代国民国家が形成されていくときに、男女関係というのは、いずれの国民国家でも重

要な問題になりました。異なるナショナル・アイデンティティ間の「雑婚」は、高い関心

を呼び、こうした結婚には高い垣根が意識されました。一方以前から「現地妻」の慣行が

あり、外来系住民のコミュニティが歴史的にも長期にわたり存在したインドネシアでは、

民族主義運動が展開するなかでも、少なからぬ「雑婚」が生じました。しかも、ヨーロッ

パ人男性と現地人女性が同棲ののち結婚することは、黙認されました。ニャイの状態に置

くことは許されないけれども、生活する上で選択肢が限られていた彼女らが外来系住民と

結婚することは、特に問題にすることではなかったとい

えましょう。これに対しヨーロッパ人女性とインドネシ

ア人男性の結婚は、インドネシア・オランダ双方の側の

高い関心を呼びました。インドネシア人女性の民族主義

運動家からは、そうした結婚がインドネシア人女性の卑

下につながると評されました。女性運動家が、ヨーロッ

パ人女性と現地人男性の結婚を非難しているのは、彼女

らの女性運動を先導してきたヨーロッパ人女性へのコン

プレックスと、ヨーロッパ人男性にとって現地人女性が

きわめて魅力的な存在と映っていることの優越感の双方

が、交錯しているためではないかと思われます。民族的

差異が男女関係において強く意識された事例と言えま

しょう。 

こうしたインドネシアの事例というのは、長らく外来

系コミュニティがあったほかの場所と比較しますと、い

かがなものでしょうか。例えばフィリピンなどでは、ど

ういう展開をしているのか、興味深いところです。男女

関係というものが、いずれの国民国家においても社会秩

序の根幹として議論され、同じ民族的アイデンティティ
写真２ 欧亞混血者とニャイ 

Nieuwenhuys1982より 
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を有する者同士の婚姻が推奨されるなかでも、決してそれが一様に展開していかない、興

味深い事例をインドネシアは提示しているのではないかと思われます。 

最後に写真をご覧ください。写真２の男性を挟んだ両側の女性がニャイです。中央の男

性は欧亞混血者です。19世紀の終りに撮られました写真で、上着が白いレース服で、下は

インドネシア産のクバヤをまとっております。典型的なニャイの服装です。この右側の女

性が、男性のニャイであります。左側の女性は、彼女の友人です。以上でございます。 

質疑応答 

フロアA：大変面白いお話ありがとうございました。事実関係の確認が2点ございます。兵

舎の周辺に出現したというヒュッテとは何でしょうか。もう1点、ニャイとの同棲が問題

視されるのと同時期にヨーロッパ人の貧窮化が社会問題化したと伺いましたが。これはど

ちらも白人の植民地支配の威信を傷付ける意味で問題視されているのだとは思いますが、

この2つの問題が直接的に関係する言説は見られるのでしょうか。例えば現地人女性と関

係を持った白人は体質が衰退して働けなくなるとか、もしあれば教えていただければと思

います。 

 

弘末：ちょうど私がはしょった箇所をご質問いただきまして、ありがとうございます。

「ヒュッテ」というのはオランダ語の「ヒュッチェ」でありまして、意味はドイツ語の

「ヒュッテ」と同じです。早い話が彼らの恋人、同棲関係にある人と住む家のことを彼ら

は「ヒュッチェ」と呼びまして、これを私が「ヒュッテ」という馴染のある表記にしまし

た。 

それから、もう一つの事柄、ニャイとの同棲の問題とヨーロッパ人の貧窮化の問題です

が、両者は関連しております。ヨーロッパ人の貧窮化もヨーロッパ人のクリスチャン団体

が問題にしたことであります。ニャイと同棲して子どもができた場合、ニャイは自分の子

供が認知されると子どもと離れることになるため、認知されることを嫌がりました。19世

紀の終わりまで、こうしてできた子供たちは多くが原住民身分のままです。一方、ヨー

ロッパ人として認知された場合でありますけれども、その子孫たちは原住民社会から切り

離され、ヨーロッパ人居住区に貧民街を形成し、しばしば犯罪の巣窟ともなりました。彼

らの貧窮化が問題になっておりました。  

 

フロアB：先生がしきりに使われた「雑婚」という言葉にちょっと引っかかりました。こ

れはオランダ語の訳語なのか、あるいは先生がある考えを以てこういう言葉をお使いに

なったのか、ちょっとその定義を教えていただきたいと思います。 

 

弘末：「雑婚」は、オランダ語でヘメングデ・ヒュウェレイク(Gemengde huwelijk)と申し

まして、当初私はこれを「混血婚」と訳していたのですが、本日お見えの東インドの法制

史の専門家である吉田信先生にご教示いただきまして、法学では「雑婚」と規定されるこ

とを知りました。もちろん「雑婚」という言葉も、かなり日本語として癖のある言葉です

が、異なる法的カテゴリーの人々の間でなされる結婚のことを、そういうふうに法学用語

では申しておりました。 

 

フロアC：婚姻法は正式の妻とニャイとの関係にかかるものとしてお話しされたかと思う

のですが、婚姻法の中に例えば人種間の関係を規定するような項目というのはなかったの

でしょうか。  
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弘末：私がはしょったところをまたご質問いただきまして、ありがとうございます。オラ

ンダ領東インドにおきましては、それまでは宗教に基づき住民の法的カテゴリーを定めて

いたものを、1854年の東インド統治法により、ヨーロッパ人、外来東洋人（華人やアラブ

人などが含まれます）、原住民の三つの法的範疇ができました。これらの異なる法的範疇

の人々の間の結婚のことを、「雑婚」と呼ぶようになったたわけでございます。  

 

フロアD：大変面白い話ありがとうございました。質問ではないのですが、1点ちょっと私

も引っかかったところに関して。女性の人権、あるいは植民地が従属的な地位ではないと

いうナショナリズムの観点というのは今でも動いている領域です。こうした概念自体が非

常に時代性、はっきりと言えば男性優位の価値観、あるいはヨーロッパ優位の価値観を

持っている。過去の歴史の資料の中で使われているそうした概念をまだわれわれは使って

おり、法制度でも使われているということがあると思います。例えば雑婚、ミックスマ

リッジと言われただけでも「うん？」という感じもあります。これらを含めて、それ自体

を再検討するという作業が、ことにジェンダーの領域は多いような気がします。例えば現

地妻という表現も非常にストレート。同棲というのもそうかもしれませんが、結婚してい

ないという価値観が非常に反映しているのではないでしょうか。これらを書く場合にはも

う一度概念的な検討が必要かなというふうに思います。 

それからオランダによる婚姻法改正の箇所で、一夫一妻制とありました。ヨーロッパの

側でもプロテスタント、カトリックで違うかもしれませんが、一夫一妻制を前提とした民

法や社会規範というものがもし非常に強くあるとすれば、宗教やエスニックによっても違

うと思いますが、インドネシアの一夫一妻ではない社会を展開してきた側からすると、こ

のニャイさんという存在というのは19世紀終わりからのオランダからの批判とは違う視点

で見られるのではないかと思います。今日はそこまで論点になりませんでしたが、一夫一

妻制とそうではない、一夫多妻、多夫多妻というような社会との絡みというのをどのよう

に見ればいいのでしょうか。 

 

弘末：大事な問題、ご指摘ありがとうございます。確かに用語については気を付けていき

たいと思います。徹底的に括弧を付けて表現するのが、現段階では妥当かと思っておりま

す。ご指摘ありがとうございました。それからもう一点、大事なご質問を受けました。一

夫一妻制、これは現代のインドネシアでは確か1974年の法令で一夫一妻の原則がムスリム

も含め定められております。なお、この時代は一夫多妻者が存在し、それからニャイを持

つ慣行が現地人の間でも存続しておりました。20世紀になって民族主義者は、ヨーロッパ

人や華人がニャイ持つことは許されないと批判します。しかし、東インドの植民地軍には

現地人ムスリムの兵士もいるわけですが、彼らがニャイを持つことはオランダも現地側も

1913年の時点では問題にしておりません。またイスラーム同盟は盛んに華人やヨーロッパ

人がニャイを持つことはけしからんと言っているのですが、自分たちがニャイを持つこと

には特に触れておりません。ニャイ問題に民族的差異が持ち込まれた、興味深い状況で

す。 
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